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議会の動き・研修報告

　

横
須
賀
市
で
は
、
引
き
取
り
手
の

無
い
遺
骨
は
、平
成
22
年
度
に
43
柱
、

平
成
26
年
度
は
60
柱
と
徐
々
に
増
え

て
い
く
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
が
、「
エ

ン
デ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
・
サ
ポ
ー
ト
事

業
（
終
活
課
題
に
つ
い
て
の
相
談
、

支
援
プ
ラ
ン
の
策
定
の
保
管
、
終
活

課
題
の
解
決
に
向
け
た
連
携
・
支

援
）」
を
開
始
し
た
平
成
27
年
度
は

35
柱
と
明
ら
か
に
減
少
さ
せ
る
事
が

で
き
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

さ
ら
に
、
緊
急
連
絡
先
、
病
院
、

薬
、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の
保
管

先
、
遺
言
書
の
保
管
先
、
お
墓
の
所

在
地
等
の
情
報
を
希
望
者
な
ら
誰
で

も
登
録
す
る
こ
と
が
出
来
る
「
私
の

終
活
登
録
事
業
」
を
開
始
し
た
こ
と

で
、
登
録
者
が
倒
れ
て
入
院
や
、
徘

徊
し
て
保
護
さ
れ
た
と
き
に
、
市
は

消
防
・
警
察
・
病
院
・
福
祉
事
務
所

等
か
ら
の
照
会
に
即
回
答
す
る
こ
と

が
で
き
、
市
・
登
録
者
・
救
助
者
に

大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
制
度
で

す
。

　

終
活
事
業
と
は
、
自
分
自
身
を
見

つ
め
直
し
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
再
考
す
る
事
が
で
き
る
、
非
常
に

大
切
な
事
業
で
あ
る
と
実
感
し
た
研

修
で
し
た
。

　

東
京
都
下
水
道
局
の
森
ケ
崎
水
処

理
セ
ン
タ
ー
は
、
日
量
１
２
０
万
㎥

以
上
の
下
水
を
処
理
す
る
、
都
内
で

も
最
大
の
下
水
処
理
場
で
す
。

　

下
水
処
理
場
内
で
は
、
汚
泥
ガ
ス

に
よ
る
発
電
、
太
陽
光
発
電
、
非
常

用
発
電
を
有
し
、
施
設
の
電
気
を
賄

う
。
ま
た
、
巨
大
な
Ｎ
Ａ
Ｓ
電
池
を

配
置
・
蓄
電
し
、
料
金
の
高
い
昼
間

に
こ
の
電
気
を
使
う
と
い
っ
た
運
用

を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
年
間
約
13
億
円
の

電
気
代
が
、
約
７
億
円
に
な
り
、
年

間
約
６
億
円
も
の
コ
ス
ト
縮
減
と
な

り
、
契
約
期
間
で
あ
る
20
年
間
で

は
、
約
１
２
８
億
円
の
財
政
支
出
の

縮
減
が
見
込
ま
れ
て
い
る
と
の
こ
と

で
す
。

　

ま
た
、
汚
泥
消
化
ガ
ス
専
焼
ガ
ス

エ
ン
ジ
ン
発
電
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
電
池
や
灯

油
燃
焼
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
、
太
陽

光
発
電
な
ど
に
よ
り
複
数
の
電
力
源

の
多
様
化
が
図
ら
れ
、
電
力
確
保
の

信
頼
性
と
停
電
リ
ス
ク
、
電
力
コ
ス

ト
リ
ス
ク
が
分
散
で
き
る
事
に
よ

り
、
災
害
に
強
い
施
設
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

各
施
設
の
特
性
に
見
合
っ
た
最
適

な
電
力
確
保
方
法
を
見
い
だ
し
て
い

か
ね
ば
な
ら
な
い
と
再
確
認
が
で
き

た
も
の
で
あ
り
、電
気
の
み
な
ら
ず
、

Ｐ
Ｆ
Ｉ
等
の
手
法
に
よ
り
民
間
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
活
用
す
る
こ
と
が
、
今
後

ま
す
ま
す
必
要
に
な
る
と
感
じ
非
常

に
た
め
に
な
る
研
修
で
し
た
。

　10月12日に発生し
た台風19号による当
町の被災を受けて、常
総市議会及び東海村議
会より災害見舞金をい
ただきました。
　この災害見舞金は、
災害復興のため、大切
に使わせていただきま
す。

常総市議会、東海村議会より災害見舞金をいただきました

常総市議会　様 東海村議会　様
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